
Title 鯖江市資料館和漢書目録
Sub Title A classified catalogue of the old Japanese and Chinese books in

Sabae Municipal Archives
Author 大沼, 晴暉(Onuma, Haruki)

Publisher 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫
Publication

year
2006

Jtitle 斯道文庫論集 (Bulletin of the Shidô Bunko
Institute). No.41 (2006. ) ,p.271- 306 

JaLC DOI
Abstract
Notes 資料紹介
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00106199-20060000-0271

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


凡

例

一
、
本
書
は
、
鯖
江
市
資
料
館
の
旧
藩
校
進
徳
館

(
黌)

蔵
書
を
中
心
と

す
る
和
漢
書
を
著
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
分
類
は
、
ほ
ぼ
内
閣
文
庫
の
国
書
・
漢
籍
目
録
に
準
拠
し
た
。

一
、
資
料
館
に
よ
る
分
類

(

函
架)

番
号
を
標
記
し
、
進
徳
館
旧
蔵
書
に

は
○
印
を
附
し
た
。

一
、
書
名
に
又
と
あ
る
の
は
同
版
本
を
示
し
、
誤
解
を
生
じ
る
虞
の
な
い

場
合
、
中
段
の
記
載
は
省
略
し
て
前
と
異
な
る
箇
所
の
み
を
記
し
た
。

一
、
書
名
は
原
則
と
し
て
本
文
巻
頭
に
よ
っ
た
が
、
国
書
に
お
い
て
は
序

題
・
目
録
題
が
内
題
に
準
じ
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
図
会
類
や
明
治
以

後
の
鉛
印
本
・
影
印
本
に
は
内
題
の
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
ら
は
所

謂
る
タ
イ
ト
ル
頁
や
表
紙
か
ら
書
名
を
と
っ
た
も
の
が
あ
る
。
そ
の
書

名
の
記
さ
れ
て
い
る
部
分
や
何
処
の
書
名
で
あ
る
か
を

(
)

内
に
注

記
し
た
場
合
も
あ
る
。

一
、
中
段
に
は
異
名

テ
ク
ス
ト

巻
数

著
編
者

刊
写
年

刊
写
者

注
記
等
を
記
し
た
。
校
訂
者
・
検
閲
者
は
省
略
し
た
場
合
も
多
い
。

一
、
下
段
に
は
図
書
の
大
き
さ

冊
数
を
記
し
た
。

一
、[

]

は
著
録
者
の
補
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

一
、
本
書
は
写
真
植
字
に
よ
る
印
刷
と
し
た
。
字
体
は
原
則
と
し
て
現
本

通
り
で
あ
る
が
、
製
版
上
の
制
約
か
ら
、
新
旧
体
の
類
似
字
・
別
体
字

等
現
本
通
り
に
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
あ
る
。
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鯖

江

市

資

料

館

和

漢

書

目

録

国

書

歴
39○

先
代
舊
事
本
紀

(

鼇
頭
舊
事
紀)

一
〇
巻

(

巻
一
・
二
欠)

度
會
延
佳
校

延
寶
六
年
一
二
月
跋
刊

[

後
印]

大

四

雑
５

訂
補
建
撕
記
圖
會
二
巻
存
坤

釈
大
賢
等

刊

安
政
六
年
八
月
以
後
印

(

京

柳
枝
軒
小
川
多
左
衞
門)

大

一

国
22

新
編
廣
集
字
書
大
全
附
補
遺

[

明
治]

刊

版
心

｢
集
学
新
篇｣

大
横
二
ツ
切一

国
21

新
撰�
引
字
書
大
全
野
島
信
吉
等

明
治
一
八
年
九
月
刊

(

改
正
再
版

金
澤

編
者)

初
版
一
〇
年
三
月
刊

大
横
二
ツ
切一
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雑
19�
補
改
正
早は
や

引び
き

節せ
つ

用よ
う

集し
う

附
録
共

文
政
一
二
年
一
月
刊

(

大
阪

柏
原
屋
與
左
衛
門
・
江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
等
二
都
四

肆)�
梧
散
人
序

小

一

(

縦

長)

国
２

○
８

倭
訓
栞

前
編
四
五
巻

(

巻
一
・
二
・
一
〇
・
一
四
欠)

中
編
三
〇
巻

(

巻
一
九
欠)

谷
川
士
清

文
政
一
三
年
閏
三
月
―[

文
久
二
年
二
月]

刊

[

後
印](

京

松
栢
堂
出
雲
寺
和
泉�)

大

五
九

国
23

こ
と
ば
の
そ
の

五
巻
首
一
巻

こ
ん
ど
う
ま
こ
と

(

近
藤
眞
琴)

明
治
一
八
年
九
月
刊

(

東
京

著
者)

鉛
印

薄
様

中

六

雑
９

和
文
教
科
書

存
巻
二

徒
然
草
ぬ
き
ほ

下
田

(

源)

歌
子

明
治
一
九
年
四
月
刊

二
一
年
一
一
月
修

(

東
京

中
央
堂
宮
川
保
全)

半

一

雑
16
小
學
必
携
作
文
集
成

三
巻
存
巻
上
・
中

小
野
一
郎

明
治
一
〇
年
一
二
月
書
刊

(
東
京

東
崖
堂)

中
内
題

｢

大
成｣

半

二

雑
26

小
學
作
文
書�
授
法
三
宅
米
吉

明
治
二
〇
年
四
月
校
正
届

(

東
京

金
港
堂
原
亮
三
郎)

中

一
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雑
12

新
編
國
文
讀
本

存
巻
三
下

藤
井
乙
男

明
治
二
八
年
六
月
刊

三
〇
年
一
〇
月
修

(

大
阪

積
善�
石
田
忠
兵
衛)

鉛
印

半

一

雑
25

大
全
普
通
文
章

附�
共

三
谷
演

[

明
治]

写

(

輔
田
笹
治
郎)

近
薄
様

中

一

(

桝

形)

雑
６

白
石
手
簡

(

題
簽)

四
巻

工
藤
鞏�
編

写

水
山
文
庫

大

四

雑
８
尺
牘
提
要
雅
文
集
成

(
題
簽)

存
巻
上

幽
松
山
人

明
治
三
年
一
一
月
序
刊

中

一

漢
21

唐
明
詩
學
聯
錦
大
全
并
唐
宋
元
明
續
詩
學
聯
錦
・
續
續
詩
學
聯
錦

鎌
田
環
齋

(

禎)

天
保
一
三
年
三
月
刊

(
三
刻

〈

續
續〉

二
刻

大
坂

河
内
屋
喜
兵
衞
・
江
戸

須

原
屋
茂
兵
衞
等
二
都
五
肆

〈
續〉

同
二
都
七
肆

〈

續
續〉

同
六
肆)

覆
文
化
一
四
年
七

月
再
刻
本

〈

續
續〉

覆
文
化
九
年
三
月
刊
本

薄
様

大
三
ツ
切
三

国
11

日
本
文
章�
範

七
巻

石
川
鴻
齋

(

英)

編

清
沈
文
●
・
黄
遵
憲
評

明
治
一
二
年
九
月
序
刊

一
五
年
一
月
印

(

再
刻

東
京

稻
田
佐
吉)

半

三
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又

半

三

国
16

愼
菴
遺
稿

一
〇
巻

(

巻
五
・
六
欠)

藪
愼
菴

(

弘
篤)

撰

藪

[

孤
山](�)

編

寶�
一
〇
年
八
月
刊

(

藪
氏
藏
板

〈

京

風
月
莊
左
衞
門〉)

大

四

歴
44

本
朝
三
字
經

[
辯]

富
澤
峩
琴

(

當
英)

明
治
五
年
五
月
刊

(

京
都

井
上
治
兵
衛
等
四
肆)

半

一

国
１○

萬
葉
集
畧
觧

(
目
首)

二
〇
巻

(

巻
一
欠)

目
二
巻

橘
千
蔭

[

寛
政
八
年
八
月]

―
天
保
一
四
年
秋
序
刊

安
政
三
年
九
月
修

[

後
印](

名
古
屋

永

樂
屋
東
四
郎)

大

三
一

雑
20[

四
時
菴
紀
逸
點
發
句
集]

巻
末
三
丁
附
義
点
等
秀
逸

写

宝
暦
二
年
秋
改
正
點
譜
ニ
ヨ
ル

小

一

(

仮

綴)

雑
14

歌
舞
音
樂
略
史

存
巻
下

小
中
村�
矩
撰

長
命
晏
春
畫

川
邊
御
楯
補
畫

明
治
二
九
年
五
月
刊

(

再
版)

三
六
年
六
月
修

(

東
京

明
治
書
院)

鉛
印

二
〇
年

一
一
月
跋

半

一
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雑
２

三
井
寺

并
櫻
川
・
東
北
・
夜
討
曽
我

寳
生
重
英
編

(

夜)

寶
生
九
郎
編

寶
生
重
英
訂

大
正
一
五
年
二
月
刊

(

夜)

同
一
二
年
一
〇
月
印

(

改
訂
一
二
版

東
京

わ
ん
や
書

店
江
島
伊
兵
衛)

本
文
石
印

菊

四

歴
１○

大
日
本
史

二
四
三
巻

(

巻
二
一
八
―
二
二
一
欠)

源
光
圀
編

源
綱
條
・
源
治
保
校

嘉
永
四
年
五
月
跋
刊

(

源
齊
昭)

大

九
九

歴
２○

大
日
本
史
贊
藪

五
巻�
山
陽

明
治
二
年
一
月
刊

(

京

平
樂
寺
村
上
勘
兵
衞)

大

六

歴
3233

皇
朝
史
略

一
二
巻

(
巻
九
・
一
〇
欠)

續
皇
朝
史
略
五
巻

青
山
拙
齋

(

延
于)

撰

青
山

[

佩

弦
齋](

延
光)
校

明
治
八
年
五
月
刊

(
青
山
勇

〈

文
淵
堂
金
尾
為
七
・
文
敬
堂
梶
田
喜
藏〉)

中

九

歴
34

皇
朝
史
略
便�

(

正
續)

二
巻

森
本
歡
一

明
治
一
一
年
七
月
刊

(

大
坂

文
榮
閣
前
川
源
七
郎)

中

二

歴
47

國
史
略

五
巻

岩
垣
松
苗
編

源
言
忠
校

明
治
一
五
年
一
一
月
刊

(

京
都

五
車
樓
藤
井
孫
兵
衛)

覆
刻

大

五
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歴
20

日
本
外
史

二
二
巻�
山
陽

(

襄)

撰�[

聿
庵](

元
恊)

等
校

嘉
永
一
年
八
月
刊

(�
氏
藏
版

〈

大
阪

炭
屋
五
郎
兵
衛
等
三
都
一
三
肆〉)

大

二
二

歴
36

日
本
外
史

二
二
巻
存
巻
四
―
一
二
・
二
〇
―
二
二�
山
陽
撰�[

聿
庵](

元
恊)

等
校

元
治
一
年
一
〇
月
刊

(�
氏
藏
版

〈

大
坂

河
内
屋
喜
兵
衞
等
三
都
一
一
肆〉)

中

一
〇

歴
18

日
本
外
史
新
釋

二
二
巻
存
巻
一
・
六
―
一
四
・
一
七
―
二
二
附�
家
系�
久
保
天
隨

明
治
四
〇
年
六
月
―
四
一
年
七
月
刊

(

第
四
册)

四
一
年
一
月
印

(

再
版

東
京�

文�)
鉛
印

半

九

歴
14

日
本
政
記

一
六
巻�
山
陽

(

襄)

撰�[
支
峰](

復)

等
校

文
久
一
年
一
二
月
刊[

後
印](�
氏
藏
版〈

大
阪

河
内
屋
淺
井
吉
兵
衛
等
京
・
廣
島
・

江
戸
一
二
肆〉)

大

八

歴
35

日
本
政
記

一
六
巻

(

巻
一
―
四
・
九
・
一
〇
欠)�[
山
陽](

襄)

撰�[
支
峰](

復)

等
校

明
治
七
年
一
月
刊

(�
氏
藏
版

〈
大
坂

淺
井
吉
兵
衛
等
三
都
一
〇
肆〉)

中

五
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歴
58

南
摩
綱
紀
編
輯
内
國
史
略
八
巻

南
摩
綱
紀

明
治
七
年
九
月
刊

(

再
刻

南
摩
氏
羽
峯
書
屋
藏
版

〈

京
都

杉
本�
助

等
三
都
甲
府
九
肆〉)

粗
覆
明
治
五
年
九
月
跋
刊
本

半

四

歴
10

日
本
畧
史

四
巻

(

巻
三
欠)

笠
間
益
三

明
治
一
一
年
一
月
刊

(

京
都

文�
堂
寺
田
榮
助)

覆
陸
軍
省
藏
版
本

彩
色
刷
銅
版

圖
入

中

三

歴
25

國
史
攬
要

一
六
巻

棚
谷
元
善

(

桂�
小
史)

明
治
七
年
二
月
刊

(

東
京

萬
蘊
堂
・
魁
文
堂)

七
年
四
月
序
ア
リ

半

一
四

歴
38
稿本
國
史
眼

七
巻

重
野
安
繹
等

明
治
二
三
年
一
〇
月
―
一
二
月
刊

(

帝
國
大
學
藏
版

〈

東
京

大
成�〉)
鉛
印

附

正
誤
表

半

七

歴
41○

訂
正
古
訓
古
事
記

(

題
簽)

三
巻

太
安
萬
侶
撰

長
瀬
真
幸
校

享
和
三
年
一
〇
月
刊

(

京

菱
屋
亦
兵
衞
・
松
坂

山
口
兵
助
等
三
肆)

大

三
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訂正
古
訓
古
事
記

(

題
簽)

三
巻

同

同

明
治
三
年
四
月
刊

(

京

永
田
調
兵
衞)

覆
同
前
刊
本

大

三

歴
９

○
40

古
事
記
傳

四
四
巻

(

巻
一
欠)

目
録
三
巻
三
大
考

(

十
七
附
卷)

一
巻

本
居
宣
長

(

附)

服
部

中
庸

(

目)

文
化
五
年
一
月
刊

天
保
一
五
年
九
月
修

(

本
居
氏
鈴
乃
屋
藏
板

〈

名
古
屋

永

樂
屋
東
四
郎〉)

大

四
七

歴
15○

日
本
ヤ
マ
ト

書ブ

紀ミ

三
〇
巻

(

巻
一
欠)

舎
人
親
王
等
奉
勅
編

丹
治
比
増
業
校

文
政
三
年
一
月
跋
刊

[

明
治]

印

(

大
阪

河
内
屋
喜
兵
衛

〈

黒
羽
領
主
藏
版〉)�

江
藩
廳
藏
本

半

一
四

歴
30○

同

三
〇
巻

舎
人
親
王
等
奉
勅
編

文
政
一
三
年
五
月
刊

(
京

出
雲
寺
文
次
郎
等
三
都
九
肆)

覆

[

江
戸
初]

刊
覆
古
活

字
本

大

一
五

歴
52○

續
日
本
紀

四
〇
巻

菅
野
真
道
等
奉
勅
編

立
野
春�
點

明
暦
三
年
秋
跋
刊

[

後
印](

京

出
雲
寺
松
栢
堂)�
江
藩
廳
藏
本

大

二
〇
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歴
４

日
本
三
代
實
録

五
〇
巻

藤
原
時
平�
奉
勅
編

文
化
三
年
一
二
月
―
四
年
六
月
冩

(�
江

木
村
氏
海
棠
館)

寛
文
一
三
年
三
月
松
下

見
林
跋
刊
本

半

三
二

歴
８○

類
聚
國
史

二
〇
〇
巻

(

有
原
欠
・
六
一
巻)

類
聚
國
史
考
異
三
巻

菅

[

原
道
眞]

撰

仙
石

(

源)

政
和
編
校

文
化
一
三
年
一
月
跋
刊

[

後
印](

大
阪

河
内
屋
喜
兵
衛

〈�
梅
園
蔵
版〉)

大

三
〇

歴
37

国
19

十
三
朝
紀
聞

(
増訂
慶
弘
紀
聞)

七
巻
今
日
鈔
三
巻

[

安
田](

源)

照
矩
編

[

安
田](

源)

頼
矩
校

明
治
四
年
冬
刊

(

其
親
樓
藏
板

〈

京
都

辻
本
仁
兵
衞
等
九
肆〉)

中

五

又

中

五

又

中

五

又

巻
四
・
五
欠

中

四
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歴
19

近
世
日
本
外
史

八
巻

關
機
編

關
長
雄
標
注

明
治
九
年
五
月
刊

(

東
京

稻
田
佐
兵
衛)

九
年
六
月
序
ア
リ

半

六

国
６

近
事
紀
略

四
巻

石
津
灌
園

(

賢
勤)

明
治
八
年
一
二
月
版
權
免
許

(

京

田
中
治
兵
衛
等
三
書
房)

見
返
ニ

｢

明
治
六
年
新

鐫｣

半

四

国
７

續
近
事
紀
畧

三
巻
附
征
臺
畧
記

菊
池
三
溪

(

純)

明
治
九
年
四
月
刊

(

京
都

津
逮
堂
大
谷
仁
兵
衛)

半

四

歴
29�
蝕
太
平
記

(

巻
二
以
下

｢�
蝕
太
平
樂
記｣)

三
〇
巻
附
嶋
津
大
隅
守
光
久
代
家
中
分
限
書
上
之
写

写

北
村
直

[
寄
附]

申
請
書

(

大
正
一
四
年
七
月
八
日)

一
通
插
入
サ
ル

半

一
〇

雑
10

元
正
間
記

一
二
巻
存
六
巻

写

(

千
田
氏)

半

一

歴
57

近
古
史
談

四
巻
存
巻
三
・
四

大
槻
磐
溪

(

清
崇)
撰

大
槻
清
復
・
大
槻
清
修
校

江
阪
彊
近

点明
治
二
六
年
九
月
刊

(

京
都

明
田
嘉
七)

半

二
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又

存
巻
四

半

一

歴
59

近
世
皇
朝
史
論

四
巻

本
荘
一
行

明
治
一
一
年
九
月
刊

(

大
阪

文
海
堂
松
村
九
兵
衞)

半

四

歴
45

萬
國
史
畧

二
巻
存
巻
一

師
範
學
校

(

大
槻
文
彦)

明
治
七
年
一
一
月
刊

(

文
部
省)

圖
入

半

一

国
３○

遊��
記

二
四
巻
首
一
巻

(

巻
一
一
―
一
三
欠)

大
郷
信
齋

(

良
則)

写

大

二
二

雑
11

小
學
外
國
地
理

存
巻
上

山
崎
勇
編�
育
學�
校

明
治
二
六
年
六
月
刊

二
七
年
一
月
修

(

東
京

大
日
本
圖
書)

菊

一

歴
16○

令
義
解

一
〇
巻

清
原
夏
野�
奉
勅
編

[
塙]

保
己
一
校

寛
政
一
二
年
一
二
月
跋
刊

([

塙
氏]
温
古
堂
藏
版

〈

江
戸

山
城
屋
佐
兵
衛〉)

藩
廳

圖
書

大

一
〇
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歴
17○

類
聚
三
代
格

一
六
巻

(

有
原
欠)

藤
原
冬
嗣�
奉
勅
編

神
谷
克�
等
校

弘
化
二
年
一
二
月
刊

嘉
永
四
年
七
月
修

[

明
治]

印

(

神
谷
藏
板

〈

名
古
屋

永
樂

屋
東
四
郎
等
四
都
一
三
肆〉)

大

一
六

歴
46○

延
喜
式

五
〇
巻

(

巻
一
欠)

[

藤
原
時
平]

等
奉
勅
編

中
原
萃
庵

(

職
忠)

等
校

松
下
見

林
重
校

慶
安
一
年
跋
刊

寛
文
七
年
一
二
月
跋
修

[

後
印](

京

出
雲
寺
和
泉�)

大

四
九

歴
27

御
當
家
令
條

存
巻
六
―
二
三
・
二
八
―
三
一

写

元
八
册

水
山
文
庫

半

五

雑
３

宦
途
必
携

八
巻

外
史
局

明
治
四
年
一
〇
月
―
五
年
四
月
刊

(

官
版

〈

村
上
勘
兵
衛
等
三
肆〉)

家
祿
朱
墨
套
印

半

七

歴
50○�
註
職
原
鈔

(

鼇
頭
／
□
註
／
□
改
／
職
原
鈔
參
考)

五
巻

於
雲
子

�
永
一
年
五
月
跋
刊

[

後
印]

大

二

― 283 ―



歴
48○

標
注
職
原
抄
校
本
三
巻

近
藤

(

藤
原)

芳
樹

安
政
五
年
刊

元
治
一
年
春
印

(

大
坂

田
中
宋
榮
堂
秋
田
屋
太
右
衛
門)

藩
廳
圖
書

大

六

歴
61○

職
官
志

(

九
志
第
四)

七
巻

(

巻
二
欠)

蒲
生
秀
實

天
保
六
年
二
月
序
刊

[

後
印](

修
静
菴
藏
版

〈

大
阪

加
賀
屋
善
藏〉)

大

五

雑
23�
族
類
別
譜

二
巻

柴
山
典

明
治
一
二
年
二
月
刊(

東
京

柴
山
氏
屏
山
書
屋
藏
版〈

東
京

千
年
舎
柴
山
三
四
郎〉)

銅
版

特
小

二

雑
21[

武�]
[

御
大
名
衆]

刊

中

一

[

安
政
武�]
諸
御
役
目
録

安
政
六
年
修

(

江
戸

千
鍾
房
須
原
屋
茂
兵
衛)

小
口
書

｢

所｣

元
同
左
カ

中

一

雑
22[

文
久
武�]
諸
御
役
目
録
・[

御
三
家]

御
附

文
久
四
年
一
月
修

(

江
戸

千
鍾
房
須
原
屋
茂
兵
衛)

小
口
書

｢

表
御
用
所｣)

中

三
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故
實�
書
零
本

歴
６

武
家
名
目
抄

四
〇
巻

(

巻
二
一
欠)

塙
保
己
一
編

山
田
安
榮
校

明
治
三
六
年
二
月
―
三
八
年
五
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

彩
色
圖
入

半

三
九

歴
13�
世
服�
考

八
巻

田
中�
房
撰

水
莖
磐
樟
・�
井
眞
澄
校

高
山�
嶂
摸
畫

明
治
三
七
年
一
月
以
後
刊

([

東
京]

吉
川
弘
文�)
鉛
印

刊
年
ハ
插
入
ノ
発
行
遅

延
ビ
ラ
ニ
ヨ
ル

古
書
保
存
會
規
則
插
入
サ
ル

半

五

歴
12

舞
樂
圖�
大
槻
如
電

明
治
三
八
年
八
月
跋
刊

鉛
印

半

一

歴
11

拾
芥
抄

(

略
要
抄)

三
巻

(

巻
上
欠)

洞
院
公
賢

明
治
三
九
年
二
月
刊

(

東
京

吉
川�
七)

鉛
印

銅
版
圖
入

半

二

歴
７

禁
祕
抄
考
註

三
巻

牟
田
橘
泉

(

榮
安)

[

明
治]

刊

鉛
印

半

三
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雑
15

古
實
雑
集

(

題
簽)

写

半

一

雑
17
小學
男
女
諸�
式

鈴
木
貞
次
郎

明
治
一
七
年
三
月
刊

(

東
京

金
港
堂
岩
田
仙
太
郎)

半

一

歴
49

歴れ
き

世せ
い

女ぢ
よ

裝さ
う

考か
う

四
巻

岩
瀬
京
山

(

百
樹)

編

[

岩
瀬]

京
水
畫

弘
化
四
年
八
月
官
許

[

明
治]

印

(

京
都

津
逮
堂
大
谷
仁
兵
衛)

大

四

国
12

報�
記

八
巻

富
田
高
慶

明
治
一
八
年
二
月
刊

七
月
跋
印

(

農
商
務
省
蔵
版

〈

東
京

大
日
本
農
會〉)

鉛
印

半

八

雑
１

寶
氏
經
濟
學

五
巻
存
三
巻

(
英)
寶
節�
撰

永
田
健
助
譯

明
治
一
〇
年
一
〇
月
刊

(
永
田
氏
臧
版)

著
者
夫
婦
銅
版�
像
入

半

三

雑
４

眞
理
之
曉

第
四
編

日
本
道�
會

(

戸
澤
春
堂)

明
治
三
二
年
三
月
刊

(�
井

編
者)
鉛
印

半

一
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国
５

幼
學
綱
要

七
巻

元
田
永
孚
奉
勅
編

明
治
一
六
年
一
二
月
刊

(

再
版

宮
内
省
藏
版)

絵
入

間
部
詮
信
寄
贈

半

七

雑
18

續
育
英
新
編

二
巻
存
巻
上

石
村
貞
一

明
治
六
年
刊

(

大
阪

文
海
堂)

半

一

雑
13
實驗
日
本
修
身
書

尋
常
小
學�
師
用

存
巻
三
・
四

渡
邊
政
吉
編

三
宅
米
吉
・
中
根
淑
校�

明
治
二
六
年
六
月
刊

(

東
京

金
港
堂)

鉛
印

半

一

国
13

眞
海
藻
屑
集

明
護
院
眞
海

大
正
四
年
六
月
刊

(

大
阪

兵
頭
庄
吉)

石
印

絵
入

半

一

(

大

和

綴)

国
10

心
學
道
之
話

存
初
篇
巻
中
二
編
巻
上
四
編
巻
上
・
中

奥
田
壽
太
講

平
野
橘
翁
録

刊

半

四

国
14

庭て
い

訓き
ん

徃わ
う

来ら
い

(

弘
化
新
板
庭
訓
徃
来

平
假
名
附)
龍�
堂
書

弘
化
三
年
九
月
刊

(

京

山
城
屋
佐
兵
衞
等
三
肆)

大

一
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国
９

瓊
矛�
滴

(

本
朝�
求)

三
巻

橋
本
寧

明
治
一
〇
年
二
月
刊

(

翫
古
齋
蔵
板

〈

東
京

小
林
新
兵
衞〉)

半

三

国
15

世せ

話わ

萬ま
ん

字じ

文も
ん

和
田
耕
齋
撰

藤
原�
風�嘉

永
四
年
五
月
刊

(

大
阪

河
内
屋�
兵
衞
等
河
内
戸
主
三
玉
書
堂)

覆
天
保
七
年
二

月
刊
本

総
ル
ビ

見
返
藍
刷

大

一

算
５

天
文
圖
解

五
巻

(

巻
四
欠)

井
口
常
範
編

梅�
堂
義
雪
圖

元
禄
二
年
六
月
刊

[

後
印](

大
坂

藤
屋�
兵
衛)

大

三

算
４15

和
漢�
法

(

新編
和
漢�
法
大
成)

九
巻
存
巻
二
・
三
・
五
―
九)

藤
原
清
行
編

土
橋
勝
政
等
校

寛
保
三
年
五
月
刊

(

再
版)

明
和
一
年
九
月
印

(

大
坂

河
内
屋
茂
八)

圖
入

二
・

三
行
書
他
ハ
楷
書

覆
正�
二
年
九
月
刊
本

半

五

算
10

括
要�
法

四
巻

關
孝
和
編

大
高
由
昌
校

荒
木
村
英�

正�
二
年
一
月
刊

[

後
印](

京

水
玉
堂
天
王
寺
屋
市
郎
兵
衞)

圖
入

大

四

算
17

容
術
三
十
二
問

關
孝
和
編

山
路
主
住
校

明
治
五
年
九
月
寫

(

東
鯖
江
村

志
村
秀)

朱
墨
圖
入

半

一
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算
８

算
法
天
元�
三
巻

西
脇
利
忠
編

中
井
就
勝
・
由
良
貞
明
校

正�
五
年
三
月
刊

[

後
印](

京

中
川
茂
兵
衞)

圖
入

半

五

算
28

拾��
法

五
巻
存
巻
四
・
五

豐
田
光

(

文
景)

明
和
六
年
五
月
刊

(

江
戸

須
原
茂
兵
衞)

圖
入

大

二

算
13�
法
天
生
法
指
南

(

最
上
流)

五
巻

會
田
安
明
編

渡
邊
一
等
校

文
化
七
年
一
一
月
刊

(

會
田
氏
藏
板

〈

江
戸

千
鍾
堂
須
原
屋
茂
兵
衞
等
三
肆〉)

圖

入

八
年
閏
二
月
序
ア
リ

大

五

算
９

點
竄
指
南�
三
巻

(
巻
一
欠)

坂
部
廣
胖
編

馬
塲
正
督
校

刊

(

名
古
屋

永
樂
屋
東
四
郎
・
江
戸

同
出
店)

圖
入

半

二

算
18

算
法
變
形
指
南

并
附�
福
田
梅
坪

(
廷
臣)

編

長
谷
川
西�(
寛)�

文
政
三
年
一
〇
月
刊

[

後
印](
江
戸

尚
古
堂
岡
田
屋
嘉
七)

圖
入

半

一

算
23

圓
理
規
矩�
法

二
巻

釈
正
空
覺
道
編

武
田
信
昌
校

天
保
一
〇
年
四
月
刊

(

京

水
玉
堂
天
王
寺
屋�
西
市
郎
兵
衛)

圖
入

大

二
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算
24

算
法
圓
理
冰
釋

二
巻
存
巻
上

山
口
杉
籬

(

言
信)

編

嵒
井
湛�(

重
遠)�

天
保
八
年
三
月
序
刊

(

江
戸

西
宮
彌
兵
衛)

圖
入

大

一

算
22��
雜
解

四
巻
存
巻
四

竹
林
忠
漸
編

佐
野
義
致
校

福
田
金
塘�

天
保
一
四
年
八
月
跋
刊

(

佐
野
氏
貫
通
齋
藏
板)

圖
入

大

一

算
１

階
梯�
法

三
巻

武
田

(

源)

之
孚

文
政
三
年
一
月
刊

(

京

水
玉
堂
天
王
寺
屋
市
郎
兵
衞)

圖
入

半

三

算
６

算
法
新
書

附�
共
五
巻
首
一
巻

千
葉
胤
秀
編

長
谷
川
西�(
寛)�

文
政
一
三
年
八
月
刊

[

後
印](

江
戸

岡
田
屋
嘉
七

〈

算
學
道
塲
藏
板〉)

圓
入

大

一

算
21

算
法
極
形
指
南

存
巻
三

秋
田
鳳
堂

(

義
蕃)

刊

(

江
戸

北
林
堂
西
官
彌
兵
衛)

圓
入

大

一

算
２

算
法
點
竄
手
引
艸
二
巻
附�
一
巻
二
編
三
巻

山
本

(
小
榑)

藤
樹

(

賀
前)

編

長
谷
川
西�(
寛)

�(
附)

秋
田
鳳
堂

(

義
蕃)

編

(
二)
大
村
一
秀
編

秋
田
鳳
堂

(

宜
義)�

天
保
一
二
年
一
月
刊

[

後
印](

江
戸

尚
古
堂
岡
田
屋
嘉
七

〈

數
學
道
塲
蔵
板〉)

圖

入

半

六
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算
26

算
法
助
術

并
附
録

山
本
藤
樹

(

賀
前)

編

長
谷
川�
溪

(

弘)�
天
保
一
二
年
八
月
刊

[

後
印](

江
戸

尚
古
堂
岡
田
屋
嘉
七

〈

數
學
道
塲
蔵
板〉)

圖

入

半

一

算
７�
學
備
要
大
成

五
巻
首
一
巻

佐
々
木
其
爭

(

定
保)

安
政
四
年
一
月
刊

[

明
治]

印

(

大
阪

群
玉
堂
岡
田
茂
兵
衛
等
四
都
一
一
肆)

圖
入

版
心
ニ

｢

新
刻
増
補｣

見
返
ニ

｢

改
補｣

ト
ア
リ

天
保
八
年
七
月
序

大

一

算
20�
法
淺
問
抄

二
巻
并
追
加

御
粥
箸
隻

(

安
本)

編

小
川
定
澄
・
三
輪
恒�
校

天
保
一
一
年
二
月
序
刊

(

江
戸

北
林
堂
西
宮
彌
兵
衛)

圖
入

半

一

算
14

算
法
求
積
通
考

存
四
巻

内
田
岳
湖

(

久
命)

編

長
谷
川�
溪

(

弘)�
弘
化
一
年
一
二
月
序
刊

(

數
學
道
場
蔵
板)

圖
入

銅
版
圖
ア
リ

大

四

算
12

算
法
整
數
起
源
抄
初
編
二
巻

金
子
左
右
平
編

菊
池
長
良�

弘
化
二
年
八
月
序
刊

(

學
而
堂
蔵
板

〈

江
戸

山
城
屋
政
吉
・
大
坂

河
内
屋
茂
兵
衞

等
二
都
一
〇
肆〉)

大

二
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算
25

算
法
側
圓
詳
解

(

題
簽)

存
下
冊

(

附�
共)

村
田
朽
木
編

刊

(

江
戸

北
林
堂
西
宮
彌
兵
衛)

圖
入

大

一

算
19

古
今
算
鑑

存
巻
下

内
田
恭
編

堀
猪�(
陳
斯)

校

天
保
三
年
春
跋
刊

(

江
戸

北
林
堂
西
宮
彌
兵
衛)

圓
入

半

一

算
11

玉
積
通
考

存
巻
中

[

蘭�(
伯�)]刊

圖
入

大

一

算
３

関
流�
法
差
分

存
巻
四

写

(
波
多
野
利
明)

半

一

算
16

算
梯
八
九
十
巻
解

(

題
簽)

写

朱
墨
圖
入�
學
所
圖
書

八
・
九
解
ノ
ミ
カ

大

一

算
27

諸
約
之�

( �法
諸
約
術)

写

二
丁
ノ
ミ
ニ
テ
以
下
白
紙

挿
入
紙
二
葉
ア
リ

半

一
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雑
７

名
物
類
編

附�
共

松
庸
齋

(

易
遷)

嘉
永
一
年
八
月
序
刊

(

江
戸

雁
皮
店
松�
堂
備
中
屋
傳
藏)

薄
様

東
小
路�
弐
十

二
番
宅
／
間
部
氏
ト
墨
書

大
三
ツ
切
一

雑
27

農の
う

業
ぎ
や
う

徃わ
う

来ら
い

明
治
四
年
一
〇
月
刊

(

崇
文
閣)

中

一

雑
28

千
五
百
帖

(

題
簽)

第
一

久
万
直
澄
撰

吉
田�
稼
書

明
治
二
四
年
一
二
月
刊

二
九
年
七
月
印

(

第
七
版

鶴
岡

日
向
書
房
日
向
源
吉

〈
東
京

松
邑
孫
吉〉)

間
似
合
紙

二
五
年
一
月
署
ア
リ

大

一

(

縦

長)

歴
60

續
皇
朝
戰
畧
編

五
巻�
見
袋

(

照
陽
漁
人)

明
治
九
年
三
月
刊

(
大
坂

前
川
源
七
郎)

半

五

漢

籍
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漢
22[
禮ラ
イ

記キ]
(

五
經
零
本)

四
巻
存
巻
二
・
四

文
化
九
年
一
〇
月
修

(

京

勝
村
治
右
衞
門
・
江
戸

須
原
屋
茂
兵
衞
等
二
都
三
肆)

版
心
ニ

｢

文
化
改
正｣

総
ル
ビ

中

二

漢
31

○
43

公
羊
傳

一
二
巻
穀
梁
傳
一
二
巻

漢
何
休

(

穀)

晉
范�
撰

明
王
道
焜
校

林
羅
山
點

寛
文
八
年
八
月
刊

[

修]
[

後
印](

江
戸

長
谷
川
新
兵
衛
・
京

玉
枝
軒
植
村
藤
右

衞
門)

大

一
四

孝
經

漢
孔
安
國
傳

太
宰

[

春
臺](

純)

音

寛
政
一
年
三
月
刊

(

江
戸

嵩
山
房
小
林
新
兵
衞)

覆
刻

水
山
文
庫

大

一

漢
３

25
26

32

改
正
音
訓
五
經

(

見
返)

(
再�
五
經)

周
易

(

易
經)

二
巻
尚
書

(

書
經)

二
巻
詩
經
二
巻
春
秋
・
禮

記
四
巻

後
藤
芝
山
點

後
藤
師
周
・
後
藤
師
邵
校

文
政
一
三
年
一
月
刊

(
三
刻

大
坂

山
内
五
郎
兵
衞
・
京

北
村
四
郎
兵
衞)

覆
文

化
一
〇
年
一
月
再
刻
本

易
・
書
ニ
詩
・
春
・
禮
ヲ
配
ス

大

一
一

漢
12

至
15

17
44

音訓
五
經

(

再�
音
訓
五
經)

周
易

(

易
經)

二
巻
尚
書

(

書
經)

二
巻
詩
經
二
巻
春
秋
・
禮
記
四

巻

佐
藤
一
齋
點

天
保
一
二
年
一
月
刊

(

大
坂

松
敬
堂
山
内
五
郎
兵
衛)

覆
文
化
一
〇
年
九
月
刊
本

大

一
一
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漢
11

論
語

[

集
註]

(

校刻
論
語
集
註)

一
〇
巻

宋
朱
熹
撰

池
善�
校

明
治
四
四
年
一
〇
月
刊

(

金
澤

觀
文
堂
池
善�)

鉛
印

半

一

漢
35

大タ
イ

學カ
ク[
章
シ
ヤ
ウ

句ク]

并
中チ
ウ

庸ヨ
ウ[

章
シ
ヤ
ウ

句ク]

宋
朱
熹

刊

総
ル
ビ

四
書
ナ
ラ
ム

中

一

漢
９

27
至

29

改正
四
書
集
註

大
學[

章
句]

中
庸[

章
句]

論
語[

集
註]

一
〇
巻(

版
心
作
四
巻)

孟
子[

集
註]

一
四
巻

(

版
心
作
四
巻)

宋
朱
熹
撰

後
藤
芝
山
點

後
藤
有
黙
齋

(

師
周)

校

明
治
四
年
一
一
月
刊

(

大
阪

松
敬
堂
山
内)

覆
嘉
永
六
年
二
月
刊
本

大

一
〇

學習舘
四
書

大
學[
章
句]

中
庸[

章
句]

論
語[

集
註]

一
〇
巻(

版
心
作
四
巻)

孟
子[

集
註]

一
四
巻

(
版
心
作
四
巻)

宋
朱
熹
撰

後
藤
芝
山
點

明
治
一
七
年
九
月
刊

(

大
坂

松
榮
堂
松
浦
要
祐)

大

一
〇

漢
42

孟
子

[

集
註]

(

四
書
集
註
零
本)

一
四
巻

宋
朱
熹
撰

三
谷
愼
齋

(�
)

校

文
政
八
年
九
月
刊

(

江
戸

須
原
屋
源
助
等
三
都
五
肆)

覆
清
康
熙
一
三
年
一
一
月

朱
錫�
鐫
本

大

四
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漢
36

至
3841

四
書
集
註

大
學

[

章
句]

中
庸

[

章
句]

論
語

[

集
註]

一
〇
巻
孟
子

[

集
註]

一
四
巻

宋
朱

熹
撰

三
谷
愼
齋

(�
)

校

安
政
四
年
五
月
刊

(

大
阪

秋
田
屋
太
右
衞
門
等
三
都
一
〇
肆)

覆
同
前
刊
本

大

一
〇

漢
40○[

四
書
大
全]

大
學
或
問
・
中
庸
章
句
大
全
存
中
・
下

[

清]

刊

(�
喜
齋)

唐
大

三

漢
８○

康
熙
字
典

一
二
集
卯
下
午
中
未
中
亥
中
重
配

[

清]

刊
本
・
字
典�
屑
・
字
典
初
學
索
引
・
首
・

總
目
・
檢
字
・
辨
似
・
字
母
切
韻
要
法

(

等
韻)

補
遺
・
備
考

清
凌
紹�
等
奉
勅
編

(�)
都
賀
大
江

(

庭
鐘)

撰

都
賀
大
陸

(

枝
春)

校

(

索)

都
賀
大
陸

(

枝
春)

安
永
九
年
九
月
刊

[

後
印](

大
坂

淺
野
彌
兵
衞
等
三
都
一
一
肆)

覆
清
康
熙
五
五
年

閏
三
月
序
刊
本

大

四
一

唐
大

四

漢
７

康
熙
字
典

一
二
集
首
・
總
目
・
檢
字
・
辨
似
・
字
母
切
韻
要
法

(

等
韻)

補
遺
・
備
考

清
凌
紹

�
等
奉
勅
編

文
久
三
年
一
月
刊

(

江
戸

須
原
屋
伊
八
等
三
肆)

御
製
序
朱
刷

覆
清
刊
本

中

四
〇

歴
24

史
記
評
林

(

新
刊
校
正
史
記
評
林)

一
三
〇
巻
首
一
巻
補
史
記
一
巻

明
凌
稚�
編

李
光�
補

[

寛
文
一
三
年
二
月]

刊

[

後
印]

圖
入

監
察

墨
書

｢

監
察
局｣

大

二
五
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歴
21

史
記
評
林

一
三
〇
巻
首
二
巻
補
史
記
一
巻

明
凌
稚�
編

李
光
縉
補

大�

穆
・
伊
地
知
貞
馨

點明
治
一
四
年
一
〇
月
刊

(

大
阪

脩
道�)

鉛
印

一
四
年
一
二
月
序
ア
リ

大

二
七

歴
28○

漢
書
評
林

一
〇
〇
巻
首
一
巻

明
凌
稚�
編

桃
林
軒
玄
朴
點

明�
三
年
八
月
刊

[

後
印]([

京]

松
栢
堂
林
和
泉�
時
元)

圖
入

覆
明
萬�
一
一

年
春
序
刊
本

四
年
一
月
跋
ア
リ

監
察

大

五
〇

歴
31○

後
漢
書

九
〇
巻
志
三
〇
巻

宋
范
曄
撰

唐[

李]

賢
注

(

志)

晉
司
馬
彪
撰

梁
劉
昭
注
〃

元
張�
等
校

[

江
戸
初]
刊

[

修]
[

後
印](

京

出
雲
寺
和
泉�)
覆
古
活
字
翻
明
大�
九
年
一
一

月
序
刊
本

第
六
・
七
冊
後
表
紙
見
返
墨
書

｢

只
今
進�
舘
先
生
／
小
池
健
造
預
り｣

｢

―
―
／
芥
川
舟
之
預
り｣

第
十
五
冊
後
表
紙
見
返
遊
紙
墨
書

｢

舎
長

師
役

／
齋

長

世
話
人
／
大
郷
巻
藏｣

大

六
〇

歴
23○

明
史

三
三
二
巻(

巻
一
〇
―
一
五
・
四
二
―
四
六
・
一
二
二
―
一
二
五
・
二
七
二
―
二
七
四
・

三
二
〇
―
三
二
四
欠)

清
張
廷
玉
等
奉
勅
編

[

清]

刊

圖
入

唐
大
一
〇
三
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歴
５○

資
治
通
鑑
綱
目

(

資
治
通
鑑
綱
目
全
書)

正
編
五
九
巻

(

巻
一
―
一
五
欠)

首
一
巻
前
編
二
五
巻

(

巻
二

四
・
二
五
欠)

續
資
治
通
鑑
綱
目
二
七
巻
資
治
通
鑑
綱
目
五
代
續
編
卷
之
末
一
巻

宋

朱
熹
撰

明
陳
仁
錫
評

三
宅

[

衡
雪](

可
參)

點

(

前)

明
南
軒

(

續)

商
輅
等
奉

勅
編

(

末)

元
陳�(
桎

(

マ
マ))

寛
文
一
一
年
四
月
序
刊

[

後
印](�
島
府
學
藏
版)

覆
明
崇
禎
三
年
四
月
序
刊
本

大

八
三

漢
６19

尺
木
堂
綱
鑑
易
知�(
綱
鑑
易
知�)
九
二
巻
首
一
巻
尺
木
堂
明
鑑
易
知�(

明
鑑
易
知�)

一
五
巻

清
呉
乘
權
等
編

筱�[
竹
陰](�)
校

[
嘉
永
二
―
四
年]

刊

明
治
二
年
修

(

大
阪

積
玉
圃
河
内
屋
喜
兵
衛)

半

五
五

歴
56

十
八
史
略
校
本

(

標纂
十
八
史
略
校
本)

七
巻

(

巻
一
欠)

元
曾
先
之
編

雨
森
精
翁
標
纂

明
治
一
五
年
九
月
刊

(

京
都

佐
々
木
慶
助

〈

京
都

杉
本�
助
・
大
谷
仁
兵
衛〉)

覆
明
治
一
二
年
一
月
刊
本

半

六

歴
42

立
齋
先
生
標
題
觧
註
音
釋
十
八
史
略(

標
記
増
補
十
八
史
畧)

七
巻

元
曽
先
之
編

明
陳
殷
音
〃

王
逢
校

岩
垣
龍
溪

(

彦
明)

標
注

岩
垣
東
園

(

松
苗)

補

明
治
九
年
五
月
刊

[

後
印](

京
都

藤
井
孫
兵
衛
等
三
書
堂)

覆
天
保
九
年
一
月
補
正

再�
本

大

七

― 298 ―



歴
54

立
齋
先
生
標
題
觧
註
音
釋
十
八
史
畧(

標
記
増
補
十
八
史
畧)

七
巻

(

巻
一
・
五
欠)

[

元
曾
先

之]

編

明
陳
殷
音

王
逢
校

岩
垣
龍
溪

(

彦

明)

標
注

岩
垣
東
園

(

松
苗)

補

明
治
一
七
年
一
一
月
刊

(

京
都

藤
井
孫
兵
衛
等
三
肆)

覆
明
治
一
三
年
五
月
刊
本

中

五

歴
51

十
八
史
略
便
蒙

三
巻

村
山
居
稽

(�)天
保
八
年
夏
序
刊

明
治
八
年
一
二
月
印

(

版
權
免
許

大
阪

群
玉
堂
河
内
屋
岡
田

茂
兵
衛)

天
保
八
年
五
月
跋
ア
リ

大

三

歴
55

十
八
史
略
校
本

七
巻
(

巻
四
欠)

元
曽
先
之
編

明
陳
殷
音

石
埼�
校

明
治
一
一
年
大
春
節
序
刊

(

益
智
館)

奥
付
欠

半

六

歴
43

箋
註
十
八
史
略
校
本
七
巻

元
曽
先
之
編

明
劉�
校

近
藤
南
州

(

元
粹)

注

淺
井
時
敏
等
校

明
治
一
三
年
一
〇
月
刊

(

大
阪

明
善
堂
中
川
勘
助)

銅
版
彩
色
刷
地
圖
入

大

七

歴
53

十
八
史
略
纂
語
字
類
大
全(

鼇
頭
註
釋
十
八
史
畧
纂
語
字
類)

三
巻
存
巻
中

石
塚
猪
男
三
編

[

明
治]

刊

銅
版

圖
入

中

一
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漢
24○

中
山
傳
信�
六
巻

清
徐
葆
光
編

永

[

田
東
皐](

忠
原)

校

明
和
三
年
一
〇
月
序
刊

([

京]

岡
瑞
卿)

絵
入

覆
清
康
熙
六
〇
年
序
刊
本

大

六

漢
４○

大
唐
六
典

(

唐
六
典)

三
〇
巻

唐
元
宗
編

李
林
甫
等
奉
勅
注

天
保
七
年
刊

(

官
板)

大

八

漢
５○

故
唐
律
疏
議

(

唐
律
疏
議)

三
〇
巻
序
表
目�
一
巻
唐
律
釋
文
三
〇
巻

唐
長
孫
無
忌
等
奉
勅
疏(

釋)

元
王
元
亮

文
化
二
・
三
年
刊

(

官
板)

大

一
五

漢
47

小
學
句
讀
集
疏

一
〇
巻

(
巻
二
―
五
・
七
欠)

首
一
巻

竹
田
春
菴

(

定
直)

天
保
九
年
六
月
刊

(

筑
前
藩

修
猷�
藏
版

〈

江
戸

名
山
閣
和
泉
屋
吉
兵
衛〉)

大

六

又

首
・
巻
一
欠

大

九

又

[

後
印](�
岡
藩

修
猷
館
藏
版

〈

京

林
芳
兵
衞
・
石
田
忠
兵
衞
二
書
堂〉)

大

一
一
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雑
24
句
讀
簒
註
小
學
字
類
大
全(

鼇
頭
插�
註
解)

[

二]

巻
存
巻
下
外
篇

櫻
井
茂
衛
編

明
治
一
五
年
三
月
刊

(

大
阪

此
村
庄
助
等
四
書
房)

銅
版

中

一

漢
10

易
道
詳
傳

柄
澤
照
覺
・
柳
田
幾
作

明
治
四
二
年
七
月
刊

昭
和
三
年
二
月
印

(

東
京�
誠�)

鉛
印

半

一

漢
16○

李
卓
吾
批
點
世�
新
語
補
二
〇
巻

宋
劉
義
慶
撰

梁
劉
孝
標
注

宋
劉
辰
翁
批

明
何
良
俊�

王
世
貞
編

王
世
懋
批

李
贄
點

張
文
柱
校

元
祿
七
年
八
月
修

(

京
〃
林
九
兵
衛)

覆
明
萬�
一
四
年
龝
序
刊
本

大

一
〇

雑
29○

古
香
齋
新
刻
袖
珍
淵
鑑
類
函
四
五
〇
巻

(

巻
三
二
八
―
三
三
〇
・
三
九
二
―
三
九
四
・
四
二
九
―

四
三
一
・
四
三
五
・
四
三
六
・
四
四
四
―
四
四
七
欠)

目�
四
巻

清
張
英
等
奉
勅
編

[

清]

刊

(

古
香
齋

〈
江
右

芸
生
堂〉)

唐
中
一
五
五

漢
33○

新
刻
重
校
増
補
圓
機
活
法
詩
學
全
書(
圓
機
活
法)

二
四
巻

明
王
世
貞
編

楊
淙
校

明�
二
年
一
一
月
刊

(

京

八
尾
勘
兵
衛
友
春)

覆
明
刊
本

大

一
二
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漢
34○

五
車
韻
瑞

一
六
〇
巻
首
一
巻

明
凌
稚�
編

菊
池
耕
齋

(

東�)

點

明�
三
年
一
二
月
跋
刊

覆
明
萬
暦
一
九
年
八
月
序
刊
本

大

二
五

漢
17

国
17

唐
詩�
七
巻
存
巻
四
―
七

明
李
攀
龍
編

明
治
二
五
年
一
一
月
刊

(

大
阪�
田
治
兵
衛

〈

大
阪

文
賞
堂〉)

総
ル
ビ

小

二

国
４

漢
45

唐
詩�
國
字
解

七
巻
存
巻
一
・
二
―
四
・
七
合
綴
唐
詩
國
字
辨
巻
六
・
七

(

有
欠)

服

[

部]

南
郭

(

元
喬)

講

林
元
圭
録

文
化
一
一
年
六
月
刊

(

江
戸

嵩
山
房
小
林
新
兵
衞)

覆
寛
政
三
年
四
月
序
刊
本

半

三

漢
18

唐
詩�
新
釋

七
巻

久
保
天
隨

明
治
四
一
年
八
月
―
四
二
年
一
月
刊

(

一)

四
二
年
三
月
印

(

四
版)

(

二)

奥
付
切

取
ラ
ル

(

四)
四
二
年
三
月
印

(

再
版

東
京

博
文�)
鉛
印

半

五

漢
46

文�
正
文

一
二
巻

[

梁
蕭
統]

編

[
服
部]

南
郭
句
讀

[

片]

山�
山
點�
山

[

葵
園](

壽)

校天
明
四
年
五
月
刊

(

京

風
月
莊
左
衞
門)

大

一
二
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漢
２○

文
體
明
辯

六
一
巻
首
一
巻
目�
六
巻
附�
一
四
巻
目�
二
巻

明
徐
師
曾
編

嘉
永
五
年
冬
刊

[

後
印](

京

謙
謙
舍
俵
屋
清
兵
衛)

覆
寛
文
六
年
九
月
京
伊
東
氏
覆

明
萬�
刊
本

大

八
四

漢
30

佩
文
齋
詠
物
詩
選
館

[

柳
灣](

機)

編

文
化
五
年
一
二
月
署
刊

(

江
戸

萬
笈
堂
英
平
吉)

大
三
ツ
切
二

漢
23
安
政
改
鐫
文
章�
範
纂�(
題
簽)

七
巻

宋
謝
枋
得
編

安
藤
秋
里

(

秉)

標
注

嘉
永
六
年
二
月
序
刊

安
政
五
年
修

[

明
治]

印

(

大
阪

内
田
屋
惣
三
郎)

半

三

国
18

正
續
文
章�
範
纂
語
字
類(

鼇
頭
註
釋
文�
軌
範
纂
語
字
類)

四
巻

(

巻
二
欠)

并
卷
首

池
田
四
郎
次
郎

編

明
治
一
八
年
七
月
刊

二
四
年
三
月
修

(

大
阪

明
玉
堂
岡
本
仙
助)

銅
版

圖
入

中

三

○

唐
宋
八
家
文
讀
本
三
〇
巻

清
沈�
潛
編
并
評

文
化
一
一
年
刊

(

官
板

〈[

江
戸]
出
雲
寺
萬
次
郎〉)

覆
清
刊
本

半

一
六

漢
20
點註
唐
宋
八
家
文
讀
本
三
〇
巻

清
沈�
潛
編
并
評

川
上
廣
樹
標
注

明
治
一
一
年
七
月
免
許

一
五
年
二
月
印

(
再
版

東
京

山
中
市
兵
衛)

半

一
四
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○

續
唐
宋
八
家
文
讀
本
一
八
巻

村
瀬
石�(
誨
輔)

編

柴
田
清
堅
校

文
政
八
年
九
月
刊

九
年
九
月
跋
修

(

江
戸

出
雲
寺
萬
次
郎)

半

一
二

漢
１

國
譯
漢
文
大
成

文
學
部
八
〇
册
經
子
史
部
八
〇
册

(

第
一
―
四
册
欠)

國
民
文
庫
刊
行
會
編

大
正
九
年
六
月
―
一
三
年
一
二
月
刊

(

文
七
三
―
七
六
册)

一
三
年
五
月
印

(

再
版)

(

經
七
三
―
七
六
册)

一
三
年
七
月
印

(

三
版

東
京

編
者)

鉛
印

半

一
五
六

― 304 ―



あ

と

が

き

昭
和
六
十
二
年
の
始
め
に
、
小
浜
の
酒
井
家
文
庫
綜
合
目
録
、
翌
る
六

十
三
年
に
は
松
任

(
現
白
山
市)

の
本
誓
寺
白
華
文
庫
目
録
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
私
も
そ
の
目
録
編
纂
作
業
の
一
部
を
分
担
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
途
次
北
陸
の
福
井
・
石
川
二
県
の
図
書
館
・
文
庫
を
よ
く
お
訪
ね
し
て

い
た
。

鯖
江
の
資
料
館
と
武
生

(

現
越
前
市)
の
市
立
図
書
館
に
も
六
十
二
年

に
う
か
が
い
、
資
料
館
で
は
藩
校
進
徳
館
蔵
書
を
中
核
と
す
る
和
漢
書
の

国
書
と
和
算
の
部
と
を
著
録
し
た
。
し
か
し
学
藝
員
の
方
に
、
も
し
目
録

化
の
機
会
が
あ
れ
ば
お
手
伝
い
す
る
旨
申
残
し
た
ま
ま
、
気
に
な
り
な
が

ら
も
時
を
得
ず
、
荏
苒
今
日
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

何
と
か
接
穂
し
て
目
録
化
し
よ
う
と
昨
夏
資
料
館
に
連
絡
を
と
る
と
、

福
井
大
学
の
膽
吹
覚
氏
が
、
朝
倉
治
彦
氏
を
代
表
者
と
す
る
文
部
科
学
省

の
科
学
研
究
費
を
得
、
福
井
県
下
の
旧
藩
校
の
蔵
書
目
録
作
成
と
そ
の
研

究
と
を
進
め
て
お
ら
れ
、
本
蔵
書
を
も
著
録
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
膽
吹
氏
に
御
連
絡
し
藩
校
の
蔵
書
と
そ
の
研
究
と
は
お
任
せ
し
、

私
の
方
は
、
藩
校
を
引
き
継
い
だ
明
治
以
降
の
惜
陰
図
書
館
・
惜
陰
小
学

校
の
購
入
・
寄
贈
図
書
を
も
含
む
資
料
館
の
現
蔵
和
漢
書
目
録
を
著
録
・

公
刊
す
る
と
云
う
こ
と
で
了
解
を
得
た
。
た
だ
し
歴
22
の
鉛
印
本

｢

史
籍

集
覽｣

四
六
八
冊
總
目
解
題
一
冊
は
、
損
欠
や
内
容
細
目
を
著
録
し
、
順

序
を
正
す
に
は
多
大
の
時
間
を
要
し
、
そ
の
時
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

残
念
な
が
ら
今
回
の
目
録
著
録
か
ら
は
除
外
し
た
。
ま
た

｢

孝
経｣

と

｢

唐
宋
八
家
文
読
本｣

正
続
に
は
函
架
番
号
が
附
さ
れ
て
い
な
い

(

或
い
は

外
れ
た
も
の
か)

。
他
の
無
番
号
の
も
の
は
、
所
謂
る
複
本
と
見
な
さ
れ
同

一
番
号
が
附
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
前
項
と
同
番
号
と
御
理
解
頂
き
た
い
。

本
蔵
書
は
進
徳
館

(

或
い
は
進
徳
黌)

の
前
身
と
見
ら
れ
る

｢

鯖
江
斈
問

所｣

や

｢

鯖
江
／
藩
廳
／
藏
本｣

｢

藩
廳
圖
書｣

｢

監
察｣

｢�
學
所
／
圖

書
印｣

等
の
蔵
書
印
や
、｢

監
察
局｣

｢

表
御
用
所｣

等
の
墨
書
の
あ
る
図

書
を
含
み
、
七
代
藩
主
間
部
詮
勝
の
も
の
と
云
わ
れ
る

｢

水
山
文
庫｣

印

を�今
す
る

｢

白
石
手
簡｣

他
二
点
の
藩
主
御
手
元
本
も
含
ま
れ
る
。
子
爵

間
部
詮
信
寄
贈
や
間
部
氏
の
墨
書
あ
る
書
籍
も
存
す
る
の
で
、
明
治
以
後

も
藩
主
家
に
よ
る
寄
贈
は
な
お
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
こ
れ
が
藩
校
蔵
書
の
全
て
と
は
思
わ
れ
な
い
。
資
料
館
現
存
本

は
い
さ
さ
か
歴
史
書
と
和
算
書
と
に
偏
し
て
い
る
。
詮
勝
の
頃
が
藩
政
の

最
も
充
実
し
た
時
で
あ
り
、
自
ら
現
在
の
西
山
公
園
の
基
と
な
っ
た
庭
園
・

嚮
陽
溪
を
造
っ
て
お
り
、
実
測
や
和
算
に
関
心
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
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和
算
書
も｢�
學
所
／
圖
書
印｣

の
捺
さ
れ
る
も
の
は
一
書
の
み
で
あ
る
。

本
蔵
書
に
は
算
17
の｢

容
術
三
十
二
問｣

の
筆
写
者
志
村
秀
や
太
平
氏
、

米
翁
記
念
谷
本
敏
次
氏
等
の
旧
蔵
書
が
輻
輳
し
て
お
り
、
幕
末
・
明
治
以

後
の
も
の
に
は
、
惜
陰
図
書
館
・
今
立
郡
惜
陰
小
学
校
・
敦
賀
県
小
学
校

等
の
蔵
書
印
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
進
徳
館
蔵
書

(

或
い
は
そ
の
一
部
か)

を
引
き
継
い
だ
、
い
わ
ば
藩
校
の
後
身
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
で
購
入
・
寄
贈
を
う
け
た
図
書
も
ま
た
含
ま
れ
て
い
る
。

進
徳
館
で
の
学
行
の
様
子
を
偲
ば
せ
る
書
入
も
僅
か
な
が
ら
存
す
る
。

｢

後
漢
書｣

に
は
年
紀
は
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
現
在
の
進
徳
館
の

教
官
名
を
後
表
紙
見
返
に
墨
書
し
て
い
る
。
或
い
は
講
習
時
の
転
合
書
か

も
知
れ
ぬ
が
、
現
在
に
遺
さ
れ
た
意
味
は
大
き
い
。

惜
陰
館

(

惜
陰
堂)

は
江
戸
藩
邸
の
学
問
所
で
あ
り
、
鯖
江
の
進
徳
館

と
両
様
相
俟
っ
て
鯖
江
の
学
問
と
文
化
と
を
荷
っ
て
き
た
。
現
在
も
こ
の

二
つ
は
現
地
の
小
学
校
の
名
前
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

惜
陰
小
学
校
は
昭
和
四
十
七
年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
、
明
治
十
一
年

に
は
行
幸
し
た
明
治
天
皇
の
小
休
所
と
も
な
っ
た
由
緒
あ
る
学
舎
。
一
方

進
徳
小
学
校
は
昭
和
六
十
三
年
と
開
校
こ
そ
新
し
い
が
、
幼
稚
園
が
併
設

さ
れ
資
料
館
に
隣
接
す
る
。
私
は
そ
の
隣
の
資
料
館
の
二
階
で
進
徳
館
蔵

書
を
著
録
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
秋
は
運
動
会
の
練
習
で
、
そ
の
声
と
音

楽
と
が
窓
か
ら
聞
こ
え
て
い
た
。

鯖
江
の
地
は
地
方
の
文
化
と
学
問
と
を
継
承
し
よ
う
と
い
う
意
識
の
強

い
土
の
よ
う
に
感
じ
る
。

現
在
蔵
書
は
保
存
函
四
十
五
箱
に
入
れ
ら
れ
、
資
料
庫
の
棚
に
格
納
さ

れ
て
い
る
。
少
な
い
人
数
で
日
常
行
務
の
傍
ら
、
特
別
展
の
準
備
や
整
理

に
追
わ
れ
る
館
員
の
方
々
に
は
出
納
そ
の
他
で
た
い
へ
ん
御
迷
惑
を
お
か

け
し
た
。
快
く
本
目
録
の
執
筆
を
お
認
め
下
さ
っ
た
膽
吹
氏
と
、
闖
入
者

に
お
つ
き
あ
い
下
さ
っ
た
学
藝
員
を
は
じ
め
と
す
る
資
料
館
の
方
々
に
あ

つ
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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